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本市の人口

昭和52年10月1日現在

人口総数 197.882人

男 96.500人

女 10 1. 3 8 2人

帯 数 6 3. 6 1 1世帯
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9月定例会E

新総合計画に住民要望をl

世

九
月
定
例
市
議
会
は
、
九
月
二
十
二
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
岳
三
十
日
ま
で
の
九
日
間
と
決
め
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
条

例
改
正
等
十
件
、
昭
和
五
十
二
年
度
補
正
予
算
五
件
、
昭
和
五
十
一
年
度
各
会
計
別
決
算
一
件
、
市
道
路
線
の
認
定
等
五
件
、

人
事
案
件
五
件
の
計
二
十
六
件
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
昭
和
五
十
一
年
度
各
会
計
別
決
算
に
つ
い

て
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
の
上
、
閉
会
中
審
査
す
る
こ
と
と
し
、
他
の
二
十
五
件
に
つ
い
て
は
当
局
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
提
案
に
よ
る
意
見
占
二
件
、
決
議
一
件
の
提
出
を
決
め
、
九
月
三
十
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
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一つ
い
て
は
、
甲
府
市
の
実
態
に
よ
る
と

一
に
は
、
必
ず
し
も
適
合
さ
れ
た
改
正
と

問

問

長

委

会

一一
特
定
の
疾
病
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
と

一
い
う
事
に
は
旋
問
を
も
っ
て
い
る
。

ロ
室

明

会

質

質

員

務

関

一一
は
判
定
で
き
な
い
よ
う
で
あ
り
、
骨
格

一

し
か
し
、
本
市
の
場
合
同
指
導
要
嗣

程

説

休

般

般

委

総

一一
の
問
題
主
食
生
活
の
燐
と
カ
ル
シ
ウ
ム

一
に
基
づ
い
て
習
に
対
処
す
る
と
と
も

1
由

め

一
一

任

告

一一

1
J
、

一

E
理

た

政

政

会

常

明

報

一

玄

関
子
強
い
も
の
と
判
断
さ
れ

一
に
、
積
極
的
な
経
営
指
導
、
近
代
伯
、

』
弐

案

の

市

、
市

託

員

各

説

長

一一る
e

一
融
資
事
の
対
前
夜
空
間
り
対
応
す
る

4Z

・

4
2

提

査

び

び

付

委

由

託

員

二

本
市
に
お
け
る
「
ニ
ボ
シ
」
給
食
が

一
で
あ
る
。

“

列

調

及

及

会

任

滋

理

付

委

…一
企
図
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、

三

"

日

胎

齢

服

鰍

開

制

柏

一

前

蹄

飴

鰍

こ

の

た

め

で

あ

る

。

一
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公
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1
脳

叩
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n

a
訂
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一

畏

期

で

低

利

に

一

間

新
た
に
起
物
量
て
る
場
合
に

‘

2

一

一

は
駐
車
場
を
砕
援
さ
せ
る
品
目
倒
を
制
定

9

2

2

二

間

賃
金
属
加
工
揖
者
の
公
害
対
策

一

一

一
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
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一
は
、
低
剰
の
刺
用
し
や
す
い
融
資
制
度

一

主
議
会
一
豊
臣
、
九
月
二
十
否
定
二
十
八
日
ま
で
の
=
百
聞
に
わ

一ろ
で
章
予
定
型
返
る
傾
が
確
保
一た
り
設
置
さ
れ
て
お
り
、
充
実
し
た
相
一

-

一

一

答

襲
鞠
に
お
け
る
駐
車
施
設
の

昔
、
武
川
和
室
(
共
産
党
)
、
長
瀬
正
左
衛
良
市
号
、
市
川
E
す
き
る
量
し
に
あ
り
、
今
後
、
更
に
一肢
が
行
わ
れ
大
変
好
評
毒
て
い
る
一志
わ
れ
る
・
入
学
者
霊
実
施
要
項
一白

0
0名
程
度
で
き
・
一
哨
周
以
外
に
な
い
と
空
る
が
ど
う

一霊
に
つ
い
て
は
、
駐
車
場
法
の
ま

雄
氏
(
市
号

、
昔
慎
次
郎
氏
(皇
党
)
、
樋
口
開
一
民
(
社
会
き

一各
車
に
お
け
る
九
月
誤
算
の
結
果
に
一が
、
最
近
官
官
を
受
け
て
い
る
公
一
は
十
月
下
旬
ど
量
定
す
る
予
定
で
あ
一
E
の
霊
わ
ん
曲
の
原
因
に
つ
い
て
一ヵ

一
る
と
E
ろ
に
よ
り
、
葉
遣
叉
は
、

早
川
菌
氏
(
詰
党
)
夫
氏
が
各
党
各
派
を
代
表
し
て
、
著
書
対

一期
持
し
て
い
る
。

一的
年
金
制
度
に
関
す
る
謀
コ
ー
ナ
ー
一
号
、
そ
の
遣
を
ま
っ
て
具
体
的
に
一は
、
長
に
お
け
る
テ
レ
ピ
視
聴
率
一
答

賞

金
属
製
手
は
、
約
一
一

一
議
事
地
域
内
に
お
い
て
一
定
規
俊

策
、
下
水
増
益
、
山
梨
国
体
、
財
政
問
題
福
祉
封
筒
、
新
総
合
菌
、
公
一
ま
た
、
経
済
不
況
下
で
あ
れ
ま
き
一を
設
慨
す
る
考
え
は
あ
る
か
・

一対
応
す
る
が
、
受
聖
に
不
安
の
な
い
一票
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
一O
業
者
雪
、
半
数
警
は
組
合
に
も

一
以
上
皇
築
物
事
警
は
裂
し
ょ

覇

度
、
農
業
問
題
等
に
つ
い
て
、
車
の
見
解
毒
し
ま
し
た
J
て
の
差

一ま
ど
福
祉
の
問
題
ま
、

4
1晃
一
答

年
金
の
通
算
制
度
苦
手
続
吉
一ょ
う
事
前
に
十
分
周
知
徹
底
を
雪
と
一と
が
あ
っ
た
が
、
は
っ
き
り
し
た
原
因
一
事
入
室
内
工
業
的
な
零
細
企
業
ご
う
と
す
る
者
に
付
置
韓
警
視
す
る
こ

一;

l

，

}

一

号

、

、

一と
も
に
、
専
門
学
制
希
望
者
に
つ
い
て
一に
つ
い
て
は
、

な
布
、
不
明
白
点
が
多
一多
く
、
除
湿
施
設
費
用
の
資
金
調
達
に

一

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
.
一
ぎ
な
ウ
エ
イ
ト
を
持
つ
の
で
、
財
政
的
一
や
相
観
カ
多
く
な
っ
て
お
り
細
カ
な

一

一

一

一

と
が
で
き
る
条
例
を
自
治
悼
の
権
限
に

Eし
い
か
ら
と
い
っ
て
安
易
に
切
り
一
事
を
必
要
と
す
る
も
の
が
増
え
て
い
す
、
生
徒
及
び
父
宮
罰
事
事
一
い
の
で
、
今
後
再
的
立
掛
か
ら
そ
の
一苦
慮
し
て
い
る
己
と
を
聞
い
て
い
る
の

一
お
い
て
制
定
で
き
る
こ
と
と
定
め
ら
れ

A
新

総

合

計

画

V

一捨
て
を
す
る
よ
う
さ
を
な
く
、
今

re

一底
す
る
考
え
で
あ
る
・
い
ず
在
し
て
一置
を
究
明
し
て
対
処
し
た
い
・

一で
、
環
境
整

1苦
=
認
に
よ
り

一
て
い
る
・

:

i

a

:

一を
あ
ら
宮
野
力
を
し
『
行
政
の
了
か
し
、
特
別
な
場
所
へ
の
コ
1
ナ
一も
新
し
い
低
み
で
あ
り
、
乙
皇
露
五

、
椅
子
に
つ
い
て
、
量
筆
の
一
長
期
て
思
議
金
の
融
資
制
度
を

一

全
国
六
四
富
市
の
う
ち
、
駐
車
場

五

十

二

年

三

月

に

提

案

一

棄
を
図
っ
て
ぎ
た
、
。
一
の
重
喜
毛
布
ら
す
、
現
在
は
一
揮
は
む
ず
か
れ
と
思
う
が
、
生
徒
の
一下
聖
に
通
告
す
る
よ
う
に
パ
イ
プ
縦
一設
け
、
重
量
若
葉
に
防
止
す

一
設
置
揖
罰
富
市
又
は
、
駐
車
場
盤

J

2

-

:

一
習

の
給
与
十
に
引
い
て
も
完
全
一
七
金
隈

AIT対
応
し
て
い
る
・

一将
来
と
言
空
た
事
を
し
て
い
き
一員
入
時
に
考
慮
し
て
い
る
・
芝
、

一る
高
時
に
中
小
企
寝
室
苦
一
助
-
軍
区
指
審
理
、
車
五
十
一
年

間

新
総
合
計
四
策
定
に
あ
た
り
、

一に
お
願
い
し
て
、
「市
民
の
買
を
聞
く
一実
施
す
る
万
望
書
し
て
ま
い
り
た
一
な
お
と
質
問
の
普
こ
っ
、
て
は
草
一た
い
と
空
て
い
る
。

一査
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
宮
大
工
一と
す
る
考
号
室
-

一
九
月
霊
で
四
四
需
尖

・
八
パ
1

市
民
意
の
形
で
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
一宮

盟

、

夏

季

会

裂

と

す

一い

・

一

宮

盟

口

ば

か

り

で

な

い

シ

量

一
小
中
一
校
の
机
、
椅
子
一
に
つ
芝
し
号
、
依
頼
し
て
い
る
・

一

ス

ー

パ

ー

出

后

7
ン
ト
)
で
人
口
十
万
主
一
主
ま

計

一

誌

は

守
一日
開
刊
誌
一
一
見
一
刑
務
所
建
設
五
十
四
一
刊

誌

軒

目

立

の
不
適
合
対
策
は
一
机
計
f
j

統
計
回
日
一
問
題
で
積
極
策
を
一
お
れ
が
純
白
川
守

答

市
民
事
に
よ
る
策
定
械
に
一関
係
者
等
か
ら
の
覧
高
い
て
、
九
一

年

度

完

成

に

努

力

一

一

間

小
中
学
校
児
蛍
・
差

益

柱

7
、
い
る
が
、

ζ

の
う
ち
一

O
何
程
度
は
一
間

ス
ー
パ
ー
出
詰
屈
に
つ
い
て

一

本
市
に
お
い
て
も
、
思
四
十
九
年

震
想
的
で
あ
り
、
私
ど
も
も
検
討
い
た
一れを
計
闘
に
盛
り
込
ん
で
い
き
た
し

一

一

理

数

科

役

置

に

伴

一

興
祭
多
い
と
い
わ
れ
、
乙
の
原
因
と
一個
人
差
へ
の
適
合
で
あ
っ
て
、
不
適
合
一
審
理
に
よ
る
対
処
で
は
紛
争
解

一
県
主
同
で
駐
車
場
主
題
苦

行

し
ま
し
た
が
、

豪
雨
災
害
対
策
費
な
ど

相

iE
示
即
劃
六
億
五
千
七
百
万
円
を
可
決
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市
議
会
を

傍
聴
し
て

-R務教育
の
管
理
下
に

一
み
に
期
待
す
る
よ
う
な
障
制
で
は
、
宇
一に
お
い
て
運
営
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
・
一
義
務
教
育
諸
学
校
の
教

お
け
る
児
童
・
生
徒
の
一
校
教
育
の
目
的
を
十
量
た

Z
と
は
一
乙
の
よ
う
に
各
健
康
保
険
震
が
第
一
科
用
図
書
の
無
償
配
布

学

校

災

害

補

償

法

制

定

一

で

き

な

い

。

一

に

類
し
て
い
る
現
状
に
お
い
て
は
、

止

を

存

続

さ

せ

る

決

議

一
よ
っ
て
本
議
会
は
、
充
実
し
た
学
校
一
は
や
現
行
の
糊
塗
的
施
飯
吾
続
け
る
虫
一

?

竺

に

関

す

る

意

見

書

一

童

話

度

の

碓

基

は

か

る

た

め

一

き

い

と

断

言

喜

ま

せ

ん

。

一

警

の

機

会

喜

善

意

L

、、

li
l
i
-
-
あ
り
ま
す
が
、
宮
昔
、
上
向
原
田
一の
で
雪
、
霊
賠
償
員
長
定
に
一

r，吋

瑚
一
最
近
、

義
務
管
室
下
に
お
け
一
塁
補
償
に
室
長
宙
補
償
法
」
一
本
市
議
会
は
、
社
会
保
聞
の
充
実
と
一
震
は
、
憲
法
第
二
去
に
う
た
わ
れ

U

民

生

委

員

会

一町
努
街
路
事
擦
に
つ
、
て
は
、
富
一つ
い
て
は
、
草
壁
事
か
ら
苛
性
ソ
一
問
団

・

特
一
る
児
誼
・
生
徒
容
器
、
全
国
的
に
一
の
制
若
手
政
府
に
要
望
す
る
も
の
一
震
を
は
か
る
立
場
宮
、
次
の
事
項
一
皇
室
く
は
そ
の
よ
り
一
聖
堂

の

i
!
o
s
i
-
-
p
一重
自
に
早
期
移
転
下
手
る
も
一l
手

書

し

た
事
故
に
よ
り
県
喜
一

ド

へ

H
一増
加
の
傾
向
に
あ
る
ご
れ
ら
学
校
一
で
君
。

一に
つ
い
て
、
国

5
2
g一を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
・

問

機
軍
第
九
二
号
甲
府
市
盤
皮
心
身
障
す
も
き
の
で
、
今
後
事
業
執
宮
一セ
ン
タ
ー
の
魚
類
に
蓄
を
与
え
た
た
一

j

E

査

一災
害
に
対
す
る
補
償
制
度
は
、
「
日
本
一
右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
奪
三
れ
る
よ
う
強
〈
霊
す
る
も
の
で
あ
り
一
な
か
で
も
、

韓

豪

華

議

室

完

也
君
事
費
助
成
金
支
給
量
例
の
制
定
一段
階
で
こ
れ
ら
を
十
分
革
に
入
れ
て
一時
、
票
躍
す
る
望
決
定
し
よ
う
一

F
i
'
F

柑

吾

妻
会
法
」
が
制
定
さ

れ

て

い

る

一

宮

規

定

に

よ

り

、

意

見

事

提

出

す

一

ま

す

・

一

覧

図

告

の

冊

償

配

布

は

、

父

母

毒

患

町

-8一

に
つ
い
て
は
、
宣
告
品
制
度
の
行
う
よ
う
霊
し
ま
し
た
。

一
と
す
る
も
の
で

あ

り

ま

す

。

一

;

』

滞
一

司
も
の
の
、
蓄
給
付
の
円
一
る
・

一一

老
齢
者
医
霊
堂
現
行

q
L
E負
担
毒
聴
き
せ
、
普
議
会

小

田

多

憲

章
に
当
つ
て
は
、
き
め
細
か
い
迎
用
一

7
43し
て

童
会
で
出
さ
れ
た
一

，

当

献

一

ケ
麗

容
に
よ
っ
て
は
、
必
ず
し
一
昭
和
五
十
二
年
賀
手
白

7の
制
度
、
ら
も
益
し
て
別
十
一均
等
及
び
意
書
ゆ
告
に
大
き
な

に
努
宮
ょ
う
強
く
要
望
し
ま
し
た

。

一

水

配

到

員

会

一

要
望
の
れ
も
の
は
、
次
の
と
お
り

L

ee-一

竺

一
決

高
足
す
べ
き
も
の
と

な

一

甲

府

市

税
金
一
と
す
る
こ

υ。

一成
却
を
も
y
ら
し
て
し
号
し
か
る
に
傍
聴
の
た
め
の
誌
を
い
た
だ
き
な

次

に

襲

第

九

毒

需

要

喜

一

Et-

-

i

町
、
‘

一
あ
り
ま
す
。

一

回

近
一

二

切

っ
て
い
な
い
。

一
内
閣
総
郡
大
国
、
文
部
大
臣

一

一

思
五
十
=
童
画
事
寝
室
求
が
ら
慌
の
方
か
ら
融
制
で
は
居

-

止
設
備
資
金
貸
付
来
型
一
部
霊
に
一
章
宣
言
付
託
さ
れ
た
議
案
は
一
ま
ず
今
回
の
豪
雨
災
包
に
つ
い
て
は
一

限

付

一

睦

こ

の
こ
と
ま、

2
た
一自
実
匡
あ
て

一
一
老
人
医
書
の
無
料
化
霊
宇
一
期
に
お
い
て
、
教
関
患
の
無
尊
重
・
外
裂
は
脱
ぐ
と
と
、
叉
、
テ
l

芸
誌
予
言
3
言
語
長

L

M
一

納

長

札

口

腔

T
EE
-ド量
が

増

大

す

る

よ

一

改

訂

M
M
J
n
h
u
uい
-uμ
誇

れ

れ

れ

れ

H

U
M
h
r諮
問

村

山

手

話

器

ト

サ

目
立
川
町
内
初
日
目
前
れ
れ
わ

了

泊

施

習

に

市

町
村
山
品
目
い
十
日
明
日
一

h
d
H
J健康
一
一

一

ヰ

撃

の

霊

を

と

り

や

一

当

時

間

即

時

日

一
切

言

語

刊

誌

に
、
富
の
裂
を
図
る
た
め
に
、

一言

葉

費

と

需

災

害
に
伴
う
河
一を

と

っ

て

二

三

塁

分

還

し

一

h尉
一

一

号

悩

は

著

し

い

お

が

あ

る

。

一密
度
の
思
議
の
主
因
に
な
っ
一
右
、
地
方
自
霊
第
九
十
九
条
第
二
一れ

訪

日

十

刊

日

開

盟

終

結

長

持

ι持

他
の
雲
制
度
と
同
訟
に
貸
出
し
金
磁
一川
応
急
宿
霊
堂
び
水
防
処
理
一て
お
く
ζ

と
・
ま
た
平
瀬
浄
水
場
事
一

九

調

掴

型

一
学
校
は
、
児
盈
・
差
を
学
校
教
育
一
て
い
る
乙
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
一項
の
規
定
に
よ
り
、
意
見
訟
を
提
出
す
一す
る
も
の
で
あ
る
。

一
撃
で
乙
の
よ
う
に
書
さ
れ
て
き
た

機
関
の
拡
大
を
図
る
よ
う
、
強
く
要
望
一
要
し
た
資
材
の
補
充
喜
重
加
計
上
一
故
に
つ
い
て
、
再
び
か
か
る
事
故
を
起
一

zi
l
-
-
4

一
と
い
う
特
殊
な
生
活
環
境
に
よ
り
生
す
一ん
。
元
来
、
老
人
に
対
す
る
医
療
保
障
一る・

一

一

一

一

一

一

一

一

一

右

、

決

議
す
る
。

一
の
を
知
っ
て
、
感
慨
も
一
し
お
だ
っ

し

ま

し

た

。

す

も

の

で

あ

り

ま

す

。

E下
落
一
言
い
よ
う
雌
し
く
反
省
主
君
と
一

教

育

委

員

な

ど

人

事

案

件

に

同

意

一

る
危
険
か
ら
、
十
分
に
量
し
な
げ
れ
一
は
、
護
軍
、
予
防
、
車
、
リ
ハ
一
昭
和
五
十
二
年
九
月
=
干
日

一
男
五
十
二
年
九
月
=
平
日

一
た
。
市
政
一
般
商
品
口
費
、
早

i
!
!
i
i
一霊
前
詩
型
予
算
は
、
需
災
一
主
に
水
器
、
人
間
に
不
可
欠
泉
一

'

一

ば

な

ら

な
い
こ
と
は
論
霊
た
な
い
と
す

テ

1
シ
ヨ
ン
童
書
し
た

一
貫

一

甲

府

市

塁

甲

府

市

議

会

一川
費
の
高
官
は
、
蓄
の
中
か

建

設

経

済

委

員

会

一

四
に
よ
る
下
水
道
議

E
E
A
P
Eす
る
沼
喪
主
初
で
あ
り
ふ
一
九
月
三
十
日
の
雲
隠
に
、
市
長
か
一十
三
日
を
も
っ
て
任
期
が
柑
了
す
る
旦
と
る
で
き
が
、
単
校
災
窃
か
ら
の
保
一
し
た
制
度
の
も
と
で
行
わ
れ
る
乙
と
が
一内
問
題
大
臣
、
厚
生
産
、
一
内
閣
重
大
臣
、
大
蔵
大
匡

一
ら
生
れ
た

E代
表
皇
と
霊
に
聞

3
0
・
・
一
幹
線
下
水
路
別
抗
日
委
必
慣
を
泊
加
計
上
一
顕
治
程
ゼ
は
各
輔
聞
東
剤
も
使
用
さ
れ
る
一
ら
一
次
の
五
件
の
人
事
擁
件
炉
提
出
さ
れ
一
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
一
謹
吾
教
婦
の
個
人
的
、
主
観
的
野
力
の
一至
当
で
あ
り
、
そ
の
制
度
は
図
の
質
佳
一
大
蔵
大
臣
あ
て

一

文

部

大

匡

、

自

治

大

臣

あ

て

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一
か
せ
て
い
た
だ
い
た
叉
、
河
口
市
長

議
案
第
九
八
号
昭
和
五
十
二
年
度
叩
一す
る
も
の
が
主
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
一の
で
、
い
さ
さ
か
の
ミ
ス
も
あ
っ
て
は
一ま
し

【
総
務
委
員
会
】

O
助
感
企
増
額
(
甲
府
市
恩
給
受
給
者

陸
金
々
長
・
上
野
幸
作
)

小
林
海
光


